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ゼロックスコーポレーションに対する訴訟提起に関するお知らせ 
 
 
 

当社は、ゼロックスコーポレーション（以下「ゼロックス」という。）との間で 2018 年 1 月 31 日に

締結した当社子会社の富士ゼロックス株式会社（以下「富士ゼロックス」という。）とゼロックスの経

営統合に関わる契約について、ゼロックスが正当な理由なく当該契約を終了することは契約違反である

として、米国時間 2018 年 6 月 18 日、ゼロックスに対し損害賠償を求める訴訟を米国ニューヨーク州南

部連邦地方裁判所に提起しましたので、お知らせいたします。 

当該契約は、両社がそれぞれ外部の正当な評価に基づき適正なプロセスを経て締結されたものですが、

米国時間 2018 年 4月 27 日、米国ニューヨーク州裁判所が本案件の差し止めを認める仮処分命令を下し

ました。当社はこの判決を不服とし、米国時間 2018 年 5 月 4 日に上訴しており、2018 年 9 月より審議

が始まる予定です。 

当該契約により実現する両社の経営統合は、ワールドワイドで一貫した経営戦略に基づくオペレーシ

ョンを展開することにより、事業成長の更なる加速と顧客への新たな価値の提供を実現できることから、

富士ゼロックス及びゼロックスの未来にとって最良の選択肢であると当社は考えております。 

 

以 上 


